
定例会のあらまし 2
決算内容 4
一般質問 10
行政視察研修 14
キラリ美郷人 20

実質公債費比率が4年連続で改善
将来を見据えた事業を評価

美郷がいちばん、すきです美郷美郷がいちばん、すきです美郷

2
4

33
2012.10.15

マ
マ
、が
ん
ば
っ
て

マ
マ
、が
ん
ば
っ
て

（
六
郷
わ
く
わ
く
園
運
動
会
よ
り
）



　
９
月
定
例
会
を
、
９
月
３
日
か
ら

７
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
▼
審
議
し
た
議
案
は
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
22

議
案
▼
そ
の
す
べ
て
を
、
原
案
の
と

お
り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た

▼
ま
た
、
一
般
質
問
は
４
議
員
が
登

壇
し
て
町
政
を
た
だ
し
、
陳
情
１
件

を
採
択
し
ま
し
た
。

実質公債費比率が 12.8％

４年連続で改善する
136

5

4 2

新
生
・
美
郷
中
学
校
の
増
改
築
と
５
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
を
中
心
に
事
業
展
開
し
た
平

成
23
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
１

２
４
億
３
３
１
０
万
６
千
円
・
歳
出
１
２
０
億

４
３
４
２
万
９
千
円
で
差
引
残
高
３
億
８
９
６

７
万
７
千
円
で
す
が
、
こ
れ
に
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
財
源
３
７
９
０
万
５
千
円
が
含
ま
れ
て
お

り
、
実
質
収
支
は
３
億
５
１
７
７
万
２
千
円
の

黒
字
決
算
で
し
た
。（
４
～
５
Ｐ
、
表
１
参
照
）

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
５

つ
の
特
別
会
計
決
算
も
、
す
べ
て
が
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。（
同
、
表
２
参
照
）

議
会
で
は
、
９
月
３
日
の
本
会
議
で
担
当
課

長
の
説
明
を
受
け
、
６
日
全
体
質
疑
を
お

こ
な
い
採
決
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会

計
と
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
を
賛
成
多
数
（
一
般
会
計
が
賛
成
15
人
・

反
対
２
人
、
２
特
別
会
計
が
賛
成
14
人
・
反
対

２
人
）
で
、
そ
の
他
の
３
特
別
会
計
は
全
員
賛

成
で
認
定
し
ま
し
た
。（
９
Ｐ
、
議
案
採
決
結
果

参
照
）平成

23
年
度
決
算
で
の
町
の
財
政
状
況
を
示

す
健
全
化
判
断
比
率
の
４
指
標
は
、
実
質

赤
字
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
決
算

な
の
で
該
当
せ
ず
、
実
質
公
債
費
比
率
が
12
・

８
％
、
将
来
負
担
比
率
が
46
・
１
％
と
、
ど
ち

ら
も
４
年
連
続
し
て
前
年
度
よ
り
改
善
す
る
数

値
と
な
り
ま
し
た
。（
４
～
５
Ｐ
、
表
３
参
照
）

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
の
資
金
不
足
比
率

は
、
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
な
の
で
該
当
な
し
と

な
り
ま
し
た
。
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１新生・美郷中学校
２農産加工チャンピョン大会
　『農商工連携（地販地消）プロジェクト』
３わくわくサマースクール
　『子供育成プロジェクト』
４七滝「水の森」植樹事業
　『水環境保全プロジェクト』
５友好交流コンサート
　『交流促進プロジェクト』
６総合防災訓練
　『安全・安心プロジェクト』
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注①町税：町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
注②町債：町が資金調達のために行う長期借入（借金）のこと
注③地方交付税：自治体ごとの税収の差をならし、どこでも
一定水準以上の行政サービスを提供するため、国の税金
（所得税、法人税、酒税など）の一部を地方自治体に配分
するお金のこと

注④国庫・県支出金：特定の事業をするために、その経費に
使うことを条件として、国や県から交付されるお金のこと

注⑤自主財源：町税や使用料・手数料など、町が独自に調達
するお金のこと

注⑥依存財源：地方交付税や国庫・県支出金など、国や県か
ら入ってくるお金のこと

注⑦公債費：地方債の元金と利子などの返済に充てる経費の
こと

注⑧実質赤字比率：一般会計などの実質赤字の比率
注⑨連結実質赤字比率：全ての会計の実質赤字の比率
注⑩実質公債費比率：公債費及び公債費に準じた経費の比重
を示す比率

注⑪将来負担比率：地方債残高のほか一般会計などが将来負
担すべき実質的な負債の比率

注⑫債務負担行為：地方公共団体が建設工事をしたり土地を
購入する場合、数年度にわたる債務について契約などで
将来の支出を約束するもの。乱用すると将来の財政運営
を悪化させる恐れがある

将来を見据えた事

健全化判断比率 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 早期健全化基準

①実質赤字比率（注⑧） － － － － － 13.65%

②連結実質赤字比率（注⑨） － － － － － 18.65%

③実質公債費比率（注⑩） 19.4% 18.3% 16.3% 14.2% 12.8% 25.0%

④将来負担比率（注⑪） 142.8% 122.6% 95.1% 66.6％ 46.1% 350.0%

※赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「－」を表示しています。

	 	 単位：千円
　　　　会　計　名 歳入決算 歳出決算

一般会計 12,433,106 12,043,429

国民健康保険特別会計 2,714,368 2,457,729

簡易水道事業特別会計 392,957 391,820

下水道事業特別会計 171,348 169,048

農業集落排水特別会計 180,877 177,672

後期高齢者医療特別会計 170,553 170,302

合　計 16,063,209 15,410,000

　平成23年度 各会計の収支決算総括表

　町の借金と職員人件費、預金（基金）の残高推移表

　健全化判断比率
表 2 表 3

表１

業を評価
　平成 23年度一般・特別会計の決算
内容を図表で掲載し、町の監査委員の
決算審査意見を要約して掲載します。

審　査　意　見
　平成 23年度予算執行の特徴は、職員数の適
正管理や公債費の抑制により、義務的経費が
1.7％減少したことと学校再編計画等の事業実
施に伴い普通建設事業費が 26.8％増加したこ
とである。
　財政状況では、実質公債費比率が平成 22年
度の 14.2％から 12.8％と改善したが、経常収
支比率は同 86.4％から 88.2％と上昇した。上
昇要因は、社会保障費の増加と比率算定の分
母となる臨時財政対策債を借り入れしなかっ
たことによるが、プライマリーバランスを考
慮した将来の財政負担を勘案すれば、適切な
措置と考える。
　総合計画後期基本計画の２年目となる平成
23年度は「まちづくり戦略プロジェクト」を
基軸とし５つのプロジェクト事業による総合
的な施策展開をした。また、町立図書館と中
学校がそれぞれ統合した。
　義務的経費の削減努力や町債の繰り上げ償
還、また、事務事業の効率化を図るとともに
町の将来像を見据えた事業展開を評価する。

（抜粋・要約）

区分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

町 債 残 高 16,514,661 16,578,132 16,431,552 16,325,433 15,679,307 14,763,612 14,062,756 13,478,089

債務負担行為残高（注⑫） 1,635,877 1,399,364 1,266,316 680,369 338,127 292,065 277,902 202,792

職 員 人 件 費 2,613,990 2,493,319 2,351,542 2,251,455 2,165,974 2,075,104 2,014,488 1,973,032

基 金 残 高 1,832,876 2,314,840 2,546,636 2,946,653 3,617,143 3,929,737 4,653,428 4,954,923

▼
用
語
解
説

（年度末残高）単位：千円

一般会計決算

義務的経費1.7％減少

審査する久米代表監査委員と吉野監査委員
歳入

町税
14億1,660万5千円
（11.39％）

町税
14億1,660万5千円
（11.39％）

●分担金及び負担金
8,556万7千円（0.69％）
●使用料及び手数料
1億6,049万2千円（1.29％）
●財産収入
3,597万2千円（0.29％）

●分担金及び負担金
8,556万7千円（0.69％）
●使用料及び手数料
1億6,049万2千円（1.29％）
●財産収入
3,597万2千円（0.29％）

●地方譲与税
2億6,849万1千円（2.16％）
●利子割交付金
373万7千円（0.03％）
●配当割交付金
144万1千円（0.01％）
●株式等譲渡所得割交付金
27万7千円（0.00％）
●地方消費税交付金
1億8,298万1千円（1.47％）
●自動車取得税交付金
4,082万6千円（0.33％）
●地方特例交付金
3,174万8千円（0.26％）
●交通安全対策特別交付金
381万6千円（0.03％）

●地方譲与税
2億6,849万1千円（2.16％）
●利子割交付金
373万7千円（0.03％）
●配当割交付金
144万1千円（0.01％）
●株式等譲渡所得割交付金
27万7千円（0.00％）
●地方消費税交付金
1億8,298万1千円（1.47％）
●自動車取得税交付金
4,082万6千円（0.33％）
●地方特例交付金
3,174万8千円（0.26％）
●交通安全対策特別交付金
381万6千円（0.03％）

注①注①

県支出金
6億4,380万6千円（5.18％）
県支出金
6億4,380万6千円（5.18％）

注④注④

国庫支出金
11億1,096万2千円
（8.94％）

国庫支出金
11億1,096万2千円
（8.94％）

地方交付税
63億1,984万5千円
（50.83％）

地方交付税
63億1,984万5千円
（50.83％）

町債
12億4,320万円
（10.00％）

町債
12億4,320万円
（10.00％）

依依

自自

注④注④

注③注③
注②注②

注⑤注⑤

注⑥注⑥

源源財財
存存

主主
財財
源源

●繰越金
4億422万円
（3.25％）

●繰入金
8,451万6千円
（0.68％）

●寄付金
219万3千円（0.02％）
●諸収入
3億9,240万7千円（3.16％）

歳入歳出

●議会費 1億4,760万5千円（1.23％）
●労働費 6,226万円（0.52％）
●商工費 4億2,535万3千円（3.53％）
●消防費 5億132万5千円（4.16％）
●災害復旧費 70万9千円（0.01％）
●諸支出金 3億8,601万1千円（3.21％）

●議会費 1億4,760万5千円（1.23％）
●労働費 6,226万円（0.52％）
●商工費 4億2,535万3千円（3.53％）
●消防費 5億132万5千円（4.16％）
●災害復旧費 70万9千円（0.01％）
●諸支出金 3億8,601万1千円（3.21％）

民生費
25億9,053万2千円
（21.51％）

民生費
25億9,053万2千円
（21.51％）

衛生費
7億4,022万3千円
（6.15％）

衛生費
7億4,022万3千円
（6.15％）

土木費
11億1,787万6千円
（9.28％）

土木費
11億1,787万6千円
（9.28％）

教育費
17億9,410万6千円
（14.90％）

教育費
17億9,410万6千円
（14.90％）

公債費
20億2,696万6千円
（16.83％）

公債費
20億2,696万6千円
（16.83％）

総務費
16億3,884万円
（13.61％）

総務費
16億3,884万円
（13.61％）

農林水産業費
6億1,163万円
（5.08％）

農林水産業費
6億1,163万円
（5.08％）

注⑦注⑦

5 4◆決算内容
みさと議会だより 第33号

◆決算内容
みさと議会だより 第33号



税
金
の
減
免
申
請
が
増
え
る

武
藤
議
員　

滞
納
者
対
策
と
し

て
、
ど
ん
な
納
税
相
談
を
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
減
免
制
度
を

説
明
し
て
い
る
か
。

税
務
課
長　

納
税
相
談
は
臨
戸

を
中
心
に
お
こ
な
い
、
個
々
の

事
情
に
合
わ
せ
た
納
付
に
つ
な

げ
て
い
る
。
ま
た
、
資
力
が
な

い
方
や
収
入
が
少
な
い
場
合
は

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
措
置
を

し
、
平
成
22
年
度
末
で
２
１
０

０
万
円
ほ
ど
の
執
行
停
止
が
23

年
度
末
で
は
３
３
０
０
万
円
に

増
え
て
い
る
。

　

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
窓

　
９
月
６
日
、
平
成
23
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
全
体
質
疑
を
本
会

議
場
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
歳
　
入

　
歳
　
出

口
に
申
請
用
紙
を
用
意
し
対
応
し

て
い
る
。
減
免
件
数
も
増
え
て
お

り
、
23
年
度
は
一
般
会
計
で
２
９

３
人
か
ら
相
談
が
あ
り
、
３
２
２

件
の
税
額
で
６
６
８
万
８
３
０
０

円
減
免
し
た
。

事
業
を
啓
蒙
す
る

泉
（
美
）
議
員　

資
源
ご
み
の
集

団
回
収
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

住
民
生
活
課
長　
23
年
度
は
１
行

政
区
が
お
こ
な
っ
た
。
今
後
も
、

４
月
に
開
く
廃
棄
物
減
量
等
推
進

委
員
の
会
議
や
広
報
で
こ
の
補
助

事
業
を
啓
蒙
し
て
い
く
。

問
題
な
け
れ
ば
廃
止

中
村
（
利
）
議
員　

百
目
木
地
区

の
ご
み
最
終
処
分
場
の
状
況
を
聞

く
。

住
民
生
活
課
長　
今
年
度
は
、
２

年
間
の
廃
止
に
向
け
た
計
画
の
２

年
目
だ
。
調
査
結
果
に
特
に
問
題

が
な
け
れ
ば
、
廃
止
計
画
を
県
に

提
出
し
廃
止
と
な
る
。

水
質
に
問
題
な
い

中
村
（
利
）
議
員　

地
下
水
涵
養

池
の
周
辺
環
境
が
悪
化
し
て
い
る

が
対
応
を
聞
く
。

建
設
課
長　
涵
養
池
は
４
箇
所
あ

る
が
、
職
員
が
通
勤
時
に
状
態
を

確
認
し
て
業
者
委
託
で
泥
上
げ
を

お
こ
な
い
、
地
元
の
方
や
改
良
区

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
職
員
が
粗

大
ご
み
を
適
時
に
除
去
し
て
い
る
。

態
だ
。

　

町
で
は
道
の
駅
を
南
の
入
り
口

の
目
印
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

横
手
市
と
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

進
め
て
い
る
後
三
年
の
合
戦
の
事

も
あ
り
今
後
総
合
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

供
給
の
工
夫
を

戸
澤
議
員　

道
の
駅
雁
の
里
せ
ん

な
ん
は
農
産
物
の
補
充
が
足
り
ず

品
切
れ
が
あ
り
、
供
給
を
工
夫
す

べ
き
だ
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
昨
年
度
か

ら
出
荷
者
に
連
絡
し
再
度
の
搬
入

を
促
し
て
い
る
が
、
今
後
も
出
荷

団
体
と
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
。

引
き
続
き
助
成
す
る

熊
谷
（
隆
）
議
員　

航
空
ヘ
リ
防

除
の
内
容
を
聞
く
。

農
政
課
長　
実
施
面
積
は
仙
南
地

区
１
７
７
０
ha
、
六
郷
地
区
３
３

６
ha
、
千
畑
地
区
１
０
６
６
ha
の

合
計
３
１
７
２
ha
を
実
施
し
、
町

で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
１
０
０
０
円
の

嵩
上
げ
を
し
て
い
る
。
減
農
薬
の

観
点
か
ら
実
施
回
数
が
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
引
き
続
き
防
除
へ
の

助
成
を
考
え
て
い
き
た
い
。

計
画
に
変
わ
り
な
い
か

深
澤
（
均
）
議
員　

誘
致
企
業
の

ト
ク
ヤ
マ
で
は
、
将
来
の
規
模
拡

大
を
計
画
し
て
い
た
。
現
在
の
経

済
状
況
は
混
沌
と
し
て
い
る
が
、

計
画
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
商
品
開
発

ス
ピ
ー
ド
は
順
調
だ
と
聞
い
て
い

る
。
研
究
職
員
の
追
加
も
あ
り
、

計
画
を
加
速
化
し
た
い
と
の
こ
と

だ
。経

済
波
及
効
果
は

泉
（
美
）
議
員　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

の
内
容
と
経
済
波
及
効
果
を
聞
く
。

建
設
課
長　
１
２
９
件
の
申
請
が

あ
り
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
経

済
波
及
効
果
は
３
億
４
～
５
千
万

円
の
発
注
が
あ
っ
た
と
把
握
し
て

い
る
。

使
用
実
績
は
あ
る
か

深
澤
（
均
）
議
員　

23
年
度
導
入

し
た
衛
星
携
帯
電
話
の
維
持
管
理

と
使
用
実
績
を
聞
く
。

総
務
課
長　
１
台
29
万
７
１
５
０

円
の
衛
星
携
帯
電
話
を
５
台
導
入

し
た
。
維
持
管
理
費
は
１
台
の
基

本
料
金
が
月
額
５
１
５
０
円
で
、

通
話
料
金
が
１
分
あ
た
り
１
８
９

円
だ
。
常
時
バ
ッ
テ
リ
ー
の
チ
ェ

ッ
ク
が
必
要
な
た
め
総
務
課
で
管

理
し
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
の
防
災
訓
練
時
と
６

月
の
玉
川
で
の
山
岳
遭
難
事
故
に

使
用
し
て
い
る
。

当
時
の
修
復
を

武
藤
議
員
　
坂
本
東
嶽
邸
の
改
修

工
事
で
は
、
当
時
に
合
わ
せ
た
修

復
を
す
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
課
長
　
こ
れ
ま
で
、
歴

史
的
建
築
物
へ
の
見
識
が
あ
る
先

水
質
は
、
地
下
浸
透
で
も
あ
り
問

題
な
い
。

売
上
げ
増
の
取
組
み
は

中
村
（
利
）
議
員　

道
の
駅
雁
の

里
せ
ん
な
ん
の
売
上
増
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
現
在
、
秋

田
県
全
体
の
観
光
客
数
が
減
る
中
、

道
の
駅
の
売
り
上
げ
も
横
ば
い
状

泉
（
美
）
議
員　

依
然
と
し
て
厳

し
い
経
済
状
況
の
元
、町
が
住
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
様
々
な
施

策
を
実
行
し
、特
に
地
域
経
済
活

性
化
対
策
と
し
て
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
を
評
価
す

る
。し
か
し
、自
治
体
職
員
の
役
割

が
重
要
に
な
る
中
、職
員
数
の
適

正
化
の
元
に
職
員
の
削
減
が
図
ら

れ
た
の
で
認
定
に
賛
成
で
き
な
い
。

　

職
員
の
増
員
を
求
め
討
論
と
す

る
。 反

対
討
論

賛
成
討
論

福
田
議
員　

平
成
23
年
度
一
般
会

計
は
、
職
員
数
の
削
減
や
公
債
費

の
抑
制
、
町
債
の
繰
り
上
げ
償
還

な
ど
に
よ
る
黒
字
決
算
で
あ
り
、

ま
た
実
質
公
債
費
比
率
が
12
・
８

％
と
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
で
健
全
な
決
算
内
容
だ
っ

た
。

　

な
お
、
町
税
な
ど
の
新
た
な
未

納
者
防
止
対
策
と
更
な
る
経
常
経

費
の
抑
制
を
求
め
討
論
と
す
る
。

生
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
壁
の
色

な
ど
は
従
来
の
も
の
に
戻
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
耐
震
改
修
な
の
で

柱
の
太
さ
な
ど
は
安
全
な
も
の
に

し
て
い
る
。

発
掘
を
働
き
か
け
る

中
村
（
利
）
議
員　

横
手
市
金
沢

の
陣
館
遺
跡
と
関
係
が
あ
る
鎧
ヶ

崎
遺
跡
の
発
掘
は
ど
う
進
ん
で
い

る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
鎧
ヶ
崎
遺
跡
は
、

昨
年
県
に
も
見
て
も
ら
っ
た
。
今

後
、
発
掘
調
査
を
強
く
働
き
掛
け

た
い
。

虫
被
害
対
策
は

武
藤
議
員　

街
路
灯
に
集
ま
る
虫

被
害
の
苦
情
が
多
い
が
対
策
は
。

住
民
生
活
課
長　
現
在
、
町
に
２

８
３
３
基
の
街
路
灯
が
あ
る
。
苦

情
も
あ
っ
て
状
況
を
把
握
し
て
い

る
が
安
全
面
の
問
題
も
あ
る
。
隣

接
者
の
強
い
要
望
に
は
、
地
域
の

同
意
を
得
て
消
す
場
合
も
あ
り
、

虫
を
防
除
す
る
場
合
は
薬
剤
費
を

町
が
負
担
し
て
い
る
。
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

道の駅雁の里せんなん

無人ヘリでの防除作業

坂本東嶽邸
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請願・陳情請願・陳情

議案第６３号　工事請負契約の締結について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第６４号　美郷町清水とふれあいの里設置条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第６５号　平成２４年度美郷町一般会計補正予算第５号	 〈全員賛成で原案可決〉

認定第１号　　平成２３年度美郷町一般会計決算認定について	 〈賛成15人：反対２人で原案認定〉
認定第２号　　平成２３年度美郷町国民健康保険特別会計決算認定について	〈賛成14人：反対２人：欠席１人で原案認定〉
認定第３号　　平成２３年度美郷町簡易水道事業特別会計決算認定について	 〈賛成16人：欠席１人で原案認定〉
認定第４号　　平成２３年度美郷町下水道事業特別会計決算認定について	 〈賛成16人：欠席１人で原案認定〉
認定第５号　　平成２３年度美郷町農業集落排水事業特別会計決算認定について	〈賛成16人：欠席１人で原案認定〉
認定第６号　　平成２３年度美郷町後期高齢者医療特別会計決算認定について	 〈賛成14人：反対２人：欠席１人で原案認定〉
議案第６６号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第６７号　美郷町体育館設置条例の一部改正について　	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第６８号　美郷町北運動公園設置条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第６９号　美郷町交流センター設置条例及び美郷町交流センター使用料徴収条例の一部改正について　
	 	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７０号　美郷町道路占用料徴収条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７１号　美郷町農村公園条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７２号　美郷町特定地区公園条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７３号　美郷町防災会議条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７４号　美郷町災害対策本部条例の一部改正について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７５号　美郷町職員の厚生制度に関する条例の廃止について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７６号　指定管理者の指定について	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７７号　平成２４年度美郷町一般会計補正予算第６号	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７８号　平成２４年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算第２号	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第７９号　平成２４年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算第２号	 〈全員賛成で原案可決〉
議案第８０号　平成２４年度美郷町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号	 〈全員賛成で原案可決〉
発議第４号　　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担率２分の１復元に係る意見書の提出について	 〈全員賛成で原案可決〉

第７回議会臨時会提出議案一覧（7/3）

第８回議会定例会提出議案一覧（9/3～7）

認定第１号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
認定第２号 ○ 欠 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
認定第６号 ○ 欠 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　採決で賛否が分かれた議案を掲載しています。この他は、全員賛成で可決しました。
　議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対　欠：欠席

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議
決
結
果

議員名

中
村
美
智
男

熊
谷

良
夫

伊
藤

福
章

武
藤

威

森
元

淑
雄

中
村

利
昭

吉
野

久

福
田

守

泉

美
和
子

泉

繁
夫

杉
澤

隆
一

澁
谷

俊
二

深
澤

均

戸
澤

勉

熊
谷

隆
一

飛
澤
龍
右
エ
門

深
沢

義
一

高
橋
　

猛

議案採決結果

採択し、意見書を提出しました

◇少人数学級の推進、義務教育費国庫負担率２分の１復元に係る意見書採択についての陳情書
		 秋田県教職員組合　執行委員長　伊藤　正通
		 秋田県教職員組合仙北支部　支部長　渋谷　聡

 ◎平成24年第８回議会定例会

飛
澤
議
員　

今
年
か
ら
国
の
制
度

と
し
て
進
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
検
討
会
や
説
明
会
の
持
ち

方
は
。

農
政
課
長　
町
全
体
を
一
つ
と
し

て
各
農
業
団
体
の
関
係
者
や
女
性

農
業
士
な
ど
10
人
程
で
検
討
会
を

開
催
し
て
プ
ラ
ン
を
作
り
、
あ
る

程
度
の
集
落
を
ま
と
め
て
説
明
す

る
考
え
だ
。

条
例
改
正

一
般
会
計

補
正
予
算

北
運
動
公
園
設
置

条
例
の
一
部
改
正

障
害
者
免
許
取
得
補
助
は

深
澤
（
均
）
議
員　

障
害
者
自
動

車
運
転
免
許
取
得
補
助
金
10
万
円

は
新
規
取
得
の
場
合
だ
け
か
。

福
祉
保
健
課
長　
新
規
取
得
で
対

象
者
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
の
交

付
だ
。

突
発
事
故
補
助
金
内
容
は

深
澤
（
均
）
議
員　

県
事
業
の
突

発
事
故
復
旧
支
援
事
業
費
補
助
金

の
内
容
は
。

農
政
課
長　
金
沢
地
区
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
破
損
し
約
１
４
０
ha
へ

の
冠
水
支
障
に
対
す
る
事
業
で
、

事
業
費
29
万
９
千
円
で
町
の
負
担

は
10
％
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
改
修
工
事
は

熊
谷
（
隆
）
議
員　

美
郷
中
学
校

の
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
改
修
工

事
の
内
容
は
。

教
育
施
設
課
長　
排
水
対
策
と
し

て
行
な
う
暗
渠
と
土
の
入
れ
替
え

だ
。冬

囲
い
収
納
は
ど
こ
に

中
村
（
美
）
議
員　

カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
の
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
が
解
体

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備

は熊
谷
（
隆
）
議
員　

新
た
に
北
運

動
公
園
と
な
る
旧
千
畑
中
学
校
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　
老
朽
化
も
進
ん

で
お
り
、
利
用
者
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

「人・農地プラン」どう進める
今定例会で審議した条例改正、一般会計補正予算や
その他の質疑を要約してお伝えします。

さ
れ
る
が
、
パ
ー
ク
内
樹
木
の
冬

囲
い
材
料
の
収
納
は
ど
こ
に
す
る

の
か
。

建
設
課
長　
パ
ー
ク
内
の
野
外
ス

テ
ー
ジ
に
保
管
す
る
。

休
憩
所
の
活
用
は

吉
野
議
員　

観
光
協
会
が
観
光
案

内
休
憩
所
を
指
定
管
理
す
る
が
、

ど
の
よ
う
に
利
活
用
す
る
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
写
真
パ
ネ

ル
の
展
示
や
昔
語
り
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
そ
れ
に
水
の
衛
生
的
な
提

供
な
ど
だ
。

観光案内休憩所

コンバインでの稲刈り作業

9 8◆その他の議案
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中村　利昭　議員
◇はり・きゅう・マッサージ券について
◇町づくりについて
熊谷　隆一　議員
◇空き家対策について
泉　美和子　議員
◇消費税増税について
◇学校給食費の助成を
深澤　均　議員
◇若者たちへの定住促進奨励に
　ついて

質　問　者

一般
質問

議
員　

こ
れ
ま
で
町
外
在
住
者
を

対
象
と
し
た
定
住
促
進
奨
励
制
度

を
、
今
年
度
か
ら
40
歳
未
満
の
町

内
在
住
者
に
拡
大
し
予
算
も
大
幅

に
増
額
し
た
こ
と
で
定
住
促
進
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
交
付
要
綱
で
の
対
象
者

や
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
で
奨
励
金

の
差
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
町
外
者
に
は
最
大
１
０

０
万
円
、
町
内
在
住
者
に
は
30
万

円
と
支
援
に
大
き
な
差
を
つ
け
て

い
る
が
、
若
者
を
対
象
に
し
た
こ

の
制
度
の
奨
励
金
は
町
内
外
か
ら

の
定
住
者
に
隔
て
な
く
支
援
す
べ

き
だ
。

町
長　
若
者
定
住
促
進
奨
励
金
交

定
住
奨
励
金
を

　
　
　
　
　
隔
て
な
く

　

町
長「
上
乗
せ
可
能
だ
」

深澤　均 議員

付
要
綱
の
基
本
は
、
人
口
増
加
へ

の
寄
与
と
次
世
代
の
町
へ
の
定
着

期
待
感
だ
。
そ
の
た
め
、
今
後
の

出
産
や
育
児
に
よ
る
人
口
増
加
を

期
待
し
や
す
い
40
歳
未
満
の
若
夫

婦
世
帯
、
乳
幼
児
を
扶
養
し
て
い

る
世
帯
、
婚
姻
の
可
能
性
が
あ
る

独
身
世
帯
、
小
・
中
・
高
校
生
を

扶
養
し
て
い
る
世
帯
と
区
分
を
設

け
て
い
る
。
ま
た
今
年
度
は
、
町

美郷町定住促進ガイド

敬老会にて

中村　利昭 議員

はり・マッサージ券を増やせ
町長「増やす段階にはない」

議
員　

美
郷
町
で
は
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
増
進
を
図
る
た
め
に
65

歳
以
上
を
対
象
に
「
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
」
を
年
に
12

枚
交
付
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
20

枚
ぐ
ら
い
ま
で
増
や
せ
な
い
か
。

ま
た
、
働
き
盛
り
の
方
々
ま
で
年

齢
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。
そ
し
て

医
療
費
の
抑
制
策
と
し
て
、
申
請

方
式
か
ら
対
象
年
齢
に
達
し
た
ら

自
動
的
に
交
付
で
き
る
よ
う
対
象

者
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
長　
平
成
23
年
度
で
の
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
は
、

申
請
に
基
づ
き
１
万
７
９
７
６
枚

を
発
行
し
て
い
る
が
、
実
際
に
使

用
さ
れ
た
の
は
３
６
７
５
枚
で
利

用
率
20
・
４
％
だ
。
こ
れ
は
過
去

３
年
間
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
現

在
交
付
枚
数
を
増
や
す
段
階
に
は

な
い
。

　

交
付
年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
こ

の
事
業
が
高
齢
者
福
祉
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
65
歳
か
ら
の

対
象
は
近
隣
他
市
と
比
較
し
て
も

妥
当
と
考
え
る
。
交
付
方
法
に
つ

い
て
は
、
65
歳
以
上
の
全
対
象
者

の
う
ち
申
請
者
は
24
％
前
後
で
あ

り
現
行
制
度
を
維
持
し
て
い
く
。

議
員　

美
郷
町
の
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

住
宅
を
格
安
に
提
供
す
る
町
営
住

宅
を
増
や
す
べ
き
だ
。

町
長　
町
営
住
宅
は
、
低
所
得
者

に
対
し
て
低
廉
な
家
賃
で
住
宅
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
こ
れ
ま

で
１
８
９
戸
を
整
備
し
供
給
し
て

い
る
が
、
住
宅
戸
数
は
、
一
部
の

公
営
住
宅
の
耐
用
年
数
が
到
来
す

る
ま
で
現
状
維
持
す
る
。

町
営
住
宅
を
増
や
せ

外
か
ら
は
５
世
帯
、
町
内
で
は
40

世
帯
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

奨
励
金
額
の
差
は
、
本
施
策
が

町
外
の
若
者
が
定
住
す
る
こ
と
で

人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
外
か

ら
の
定
住
者
を
重
点
的
に
支
援
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
だ
。
す
で
に

町
内
に
住
ん
で
い
る
若
者
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
町
内
に
住
み
人

口
維
持
を
図
る
観
点
が
必
要
と
の

整
理
で
支
援
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
の
方
は
、
中

古
住
宅
の
取
得
補
助
の
他
に
リ
フ

ォ
ー
ム
で
の
別
途
支
援
制
度
が
あ

る
の
で
上
乗
せ
が
可
能
だ
。
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議
員　

豪
雪
や
暴
風
雨
な
ど
で
危

険
な
空
き
家
に
対
し
「
美
郷
町
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
次
の
４

点
を
聞
く
。

①
地
区
ご
と
の
実
態
と
件
数
は

②
地
区
住
民
と
の
協
議
、
調
査
は

③
具
体
的
な
解
体
方
針
は

④
解
体
費
用
の
助
成
制
度
は

町
長　
①
空
き
家
は
千
畑
地
区
１

１
１
軒
、
六
郷
地
区
１
１
９
軒
、

仙
南
地
区
82
軒
の
合
計
３
１
２
軒

だ
。
そ
の
内
訳
は
住
家
３
０
０
軒
、

小
屋
・
物
置
な
ど
の
非
住
家
12
軒

で
所
有
者
不
明
が
17
軒
だ
。
今
冬

は
83
軒
に
雪
下
ろ
し
の
助
言
を
し

49
軒
が
対
応
し
た
。
ま
た
、
７
軒

に
適
正
管
理
の
助
言
を
し
、
１
軒

は
解
体
撤
去
し
た
。

②
危
険
家
屋
に
つ
い
て
は
、
近
隣

住
民
や
行
政
協
力
員
、
自
主
防
災

組
織
の
代
表
な
ど
と
調
査
し
、
所

有
者
不
明
の
空
き
家
は
雪
庇
を
落

と
す
な
ど
当
面
の
危
険
に
対
応
し

て
い
る
。

③
条
例
で
は
、
住
民
の
生
命
に
危

害
を
お
よ
ぼ
す
と
確
実
に
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
り
、
調
査
委
員
会

に
諮
り
法
律
に
基
づ
い
た
行
政
代

執
行
も
可
能
と
し
て
い
る
が
、
解

体
が
全
て
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も

危
険
除
去
が
目
的
な
の
で
、
画
一

的
な
解
体
方
針
は
提
示
で
き
な
い
。

④
助
成
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
面

か
ら
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、

基
本
は
個
人
財
産
と
し
て
所
有
者

が
適
正
管
理
す
る
こ
と
だ
。
引
き

続
き
粘
り
強
く
適
正
管
理
を
呼
び

か
け
る
。

泉　美和子 議員

学校給食費の無料化を
　　町長「無料化の考えはない」

議
員　

現
在
、
給
食
費
は
食
材
費

と
し
て
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る

状
況
だ
が
、
給
食
が
食
育
と
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
大
事
な
義
務
教

育
の
一
環
だ
。

　

全
国
的
に
は
、
人
口
減
少
対
策

や
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
と
と
も

に
給
食
費
無
料
化
を
実
施
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
県
内

で
も
、
八
郎
潟
町
が
今
年
４
月
か

ら
無
料
化
に
踏
み
出
し
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
当
町
が
行

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
学
校
給
食

の
無
料
化
も
進
め
る
べ
き
だ
。

町
長　
学
校
給
食
法
で
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
や
設
備
の

維
持
管
理
費
と
運
営
に
と
も
な
う

調
理
な
ど
の
人
件
費
は
自
治
体
負

担
、
そ
れ
以
外
の
食
材
費
は
保
護

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
定
め
て
い

る
。

　

現
在
、
小
学
生
１
食
２
６
５
円
、

中
学
生
１
食
２
９
５
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
要
保
護
・

準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
援
助
と
し
て
給
食
費
も

含
ん
だ
援
助
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
児
童
生
徒
の
公

式
大
会
出
場
の
派
遣
費
全
額
補
助

や
認
定
こ
ど
も
園
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
低

利
用
料
金
化
な
ど
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員　

消
費
税
増
税
だ
け
が
先
行

し
た
「
税
と
社
会
保
障
一
体
改
革

法
」
が
成
立
し
た
。

　

増
税
に
対
す
る
町
長
の
見
解
を

聞
く
。

町
長　
地
方
公
共
団
体
の
長
が
す

で
に
成
立
し
た
法
律
に
見
解
を
述

べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。

熊谷　隆一 議員

解
体
費
用
の
助
成
制
度
を

　

町
長「
所
有
者
が
管
理
す
べ
き
だ
」

増
税
に
対
す
る
見
解
は 中学生による除雪ボランティア

千畑南小学校の給食風景

13 12◆一般質問
みさと議会だより 第33号

◆一般質問
みさと議会だより 第33号

町政を問う



　

研
修
３
日
目
は
、
早
く
か
ら
農

業
の
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
千
歳
市
の
箱
根
牧
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

箱
根
牧
場
は
、
経
営
面
積
１
２

０
ha
で
、
自
然
を
活
か
し
た
家
畜

の
飼
養
と
有
機
農
産
物
の
生
産
・

加
工
を
経
営
基
盤
と
し
て
商
品
の

全
国
発
送
や
レ
ス
ト
ラ
ン
併
設
の

体
験
農
園
開
設
な
ど
、
消
費
者
と

の
接
点
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

雇
用
の
創
出
や
今
後
の
農
業
経
営

の
あ
り
方
に
つ
な
が
る
研
修
で
し

た
。
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研
修
１
日
目
の
白
老
町
は
、
北

海
道
の
南
西
部
で
登
別
・
苫
小
牧

市
に
隣
接
す
る
人
口
１
万
９
千
人

の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

今
回
は
、
白
老
町
の
議
会
改
革
と

通
年
議
会
に
つ
い
て
、
奈
良
県
吉

野
町
と
北
海
道
斜
里
町
と
の
合
同

で
研
修
し
ま
し
た
。

　

白
老
町
議
会
は
、
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
「
開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
て

平
成
９
年
に
そ
の
検
討
に
着
手
し
、

平
成
10
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
１
次

改
革
で
は
地
域
に
出
向
く
議
員
の

出
前
ト
ー
ク
、
一
般
質
問
の
１
問

１
答
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
か
ら
の
第
２

次
議
会
改
革
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
や
議
員
定

美
郷
町
議
会
で
は
７
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
期
間
、
行
政
視
察

研
修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

行
政
視
察
研
修

数
の
検
討
・
削
減
を
実
施
し
、
執

行
部
に
反
問
権
の
付
与
な
ど
の
議

会
改
革
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
現
在

ま
で
の
第
３
次
議
会
改
革
で
は
、

全
国
に
さ
き
が
け
て
平
成
20
年
に

通
年
議
会
を
導
入
し
、
議
会
の
活

動
能
力
が
な
い
閉
会
中
の
期
間
を

無
く
し
ま
し
た
。
通
年
議
会
の
導

入
に
よ
り
、
議
会
が
主
導
・
機
動

　

研
修
２
日
目
は
、
全
国
に
さ
き

が
け
て
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
議
会
改
革
の
継
続
・
発
展

に
努
め
て
い
る
栗
山
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

地
方
分
権
の
進
展
に
と
も
な
い
、

自
治
体
の
権
限
が
拡
大
す
る
中
で

議
会
の
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
議
会

改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た

革
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
全
国
で
２
例
目
で
北

海
道
内
で
は
初
の
議
会
報
告
会
を

平
成
17
年
３
月
に
実
施
し
、
町
民

と
の
意
見
交
換
会
を
お
こ
な
っ
た

こ
と
が
「
議
会
基
本
条
例
」
制
定

北
海
道
　
白
老
町

北
海
道
　
栗
山
町

北
海
道
　
千
歳
市

不
断
の
議
会
改
革
を
学
ぶ

目
的
は

住
民
福
祉
の
向
上

農
業
の
積
極
的
な

取
り
込
み
を
学
ぶ

め
、
議
員
の
責
務
や
議
会
が
取
組

む
基
本
的
な
姿
勢
な
ど
を
明
示
し

た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
議
会
で
は
、
平
成
18
年

に
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
情

報
公
開
条
例
の
議
員
提
案
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中
継
、

議
会
報
告
会
の
実
施
な
ど
議
会
改

町
民
や
団
体
と
の
意
見
交
換
の
た

め
の
「
一
般
会
議
」
を
開
く
こ
と

を
定
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

町
民
の
提
言
を
議
会
運
営
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」

の
設
置
や
、
有
識
者
に
政
策
づ
く

り
へ
の
助
言
を
も
ら
う
「
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
導
入
な
ど
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
議
会
が
こ
の
基
本
条
例

を
積
極
的
に
実
施
し
、
議
会
の
充

実
・
活
性
化
に
努
め
て
い
る
こ
と

は
、
今
後
、
美
郷
町
議
会
が
活
性

化
へ
向
け
て
取
り
組
む
上
で
も
多

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
強

化
が
図
ら
れ
、
災
害
時
の
緊
急
対

応
や
突
発
的
な
行
政
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
傍
聴
者
へ
審
議
資
料

の
配
布
、委
員
会
の
公
開
な
ど「
不

断
の
議
会
改
革
」
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
有
意
義
な
視
察
内
容

で
し
た
。

い
に
学
ぶ
べ
き
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
「
目
的
は
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
基
本
条
例
は
あ
く
ま
で
も

そ
の
手
段
」
と
言
う
栗
山
町
議
会

議
長
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

３議会合同での研修

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
基
本
条
例
で
、
議
会
へ
の

住
民
参
加
と
い
う
点
で
特
徴
的
な

こ
と
は
、
請
願
・
陳
情
を
町
民
か

ら
の
政
策
提
案
と
し
て
位
置
づ
け

提
案
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
、

栗山町にて
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平
成
18
年
10
月
、
住
民
に
身
近

な
議
会
を
め
ざ
し
て
秋
田
県
内
で

初
め
て
開
催
し
た
『
住
民
と
議
会

と
の
懇
談
会
』
は
、
今
回
で
９
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

お
忙
し
い
中
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
74
人
の
町
民
の
皆
様
と
、
ま
ち

づ
く
り
か
ら
世
間
話
ま
で
広
範
囲

に
和
や
か
に
意
見
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
７
月
13
日
議
員
検

第９回 住民と議会との懇談会

討
会
を
開
催
し
、
各
会
場
で
話
し

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
・

意
見
・
要
望
に
つ
い
て
全
議
員
が

確
認
し
、
町
や
関
係
機
関
へ
の
要

望
事
項
を
決
め
ま
し
た
。

　

以
下
、
議
会
や
町
へ
の
提
言
・

意
見
・
要
望
な
ど
の
主
な
も
の
を

要
約
し
て
掲
載
し
、
あ
わ
せ
て
議

会
の
回
答
と
町
か
ら
提
出
さ
れ
た

回
答
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

要
望　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
停
留
所

が
少
な
い
。
医
院
の
傍
ら
な
ど
に

増
や
せ
な
い
か
。
ま
た
、
仕
組
み

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
の

で
周
知
の
仕
方
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

町
の
回
答　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
停

留
所
と
な
る
拠
点
は
、
バ
ス
停
、

駅
、
公
共
施
設
、
温
泉
、
商
店
街

な
ど
と
し
て
お
り
現
在
15
カ
所
あ

る
。
ま
た
利
用
に
つ
い
て
は
、
町

広
報
５
月
・
11
月
号
に
掲
載
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

拠
点
の
見
直
し
や
周
知
に
つ
い
て

案
内
板
設
置
を

提
言　

飯
詰
駅
か
ら
リ
リ
オ
ス
ま

で
の
案
内
と
し
て
、
駅
前
に
案
内

看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
の
回
答　
美
郷
町
サ
イ
ン
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
か
ら
公

共
施
設
や
行
政
区
へ
の
誘
導
案
内

看
板
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
平

成
24
年
度
で
も
新
規
設
置
や
既
設

看
板
の
見
直
し
を
お
こ
な
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
要
望
の
件
も
十
分

検
討
し
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
看

板
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
る
。

資
料
の
作
成
を

意
見　

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

の
議
会
報
告
は
資
料
が
な
い
の
で

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
資
料
を

提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
の
回
答　
次
回
の
懇
談
会
か

ら
は
資
料
を
作
成
し
、
皆
様
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

通
学
路
に
道
路
標
示
を

要
望　

六
郷
小
学
校
通
学
路
に
、

30
㎞
規
制
の
道
路
標
示
が
で
き
な

い
か
。

付
近
か
ら
ア
カ
シ
ヤ
の
伐
木
と
洲

ざ
ら
い
、
河
床
の
整
備
を
地
域
振

興
局
建
設
部
に
要
望
し
た
。

エ
リ
ア
分
け
を
す
る

要
望　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
距
離
に

よ
っ
て
運
行
さ
れ
る
と
聞
く
が
行

政
区
を
二
分
す
る
こ
と
の
無
い
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
運

行
コ
ー
ス
・
時
間
の
見
直
し
は
ど

の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
か
。

町
の
回
答　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

れ
る
児
童
は
、
自
宅
か
ら
主
要
通

学
路
を
経
由
し
て
最
短
で
小
学
校

ま
で
の
距
離
基
準
を
３
km
以
上
と

し
て
い
る
が
、
集
落
や
登
校
班
を

分
断
し
な
い
よ
う
な
エ
リ
ア
分
け

を
検
討
す
る
。

　

バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
と
時
間
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ

り
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

が
開
始
さ
れ
、
冬
期
は
乗
車
対
象

者
数
も
増
え
、
限
ら
れ
た
時
間
や

バ
ス
の
台
数
、
車
両
の
大
型
化
や

道
路
状
況
に
加
え
て
生
徒
児
童
数

の
分
布
が
毎
年
変
化
す
る
の
で
、

そ
の
都
度
見
直
し
す
る
必
要
が
あ

る
。

　6 月 26・27・28 日町内 9
会場で「住民と議会の懇談会」
を開催いたしました。その内容
を報告します。停留所を

　　増やせないか
町
の
回
答　
関
係
機
関
と
協
議
の

う
え
、
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
努

め
る
。

県
に
要
望
し
た

要
望　

中
野
行
政
区
は
河
川
愛
護

会
で
丸
子
川
の
草
刈
り
を
毎
年
し

て
い
る
が
、
堆
積
土
が
増
え
ア
カ

シ
ヤ
の
木
が
作
業
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
畑
橋
下
流

で
河
床
が
陥
没
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
、
早
期
に
浚
渫
と
伐
採
、
河

床
整
備
を
望
む
。

町
の
回
答　
丸
子
川
は
秋
田
県
が

管
理
す
る
１
級
河
川
で
、
県
で
は

計
画
的
に
伐
木
、
洲
ざ
ら
い
を
実

施
し
て
い
る
。
町
で
も
現
地
を
確

認
し
、
丸
子
川
橋
上
流
４
０
０
ｍ

利
用
で
き
な
い

要
望　

旧
仙
南
中
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
利
用
計
画
を
聞
く
。
ま
た

中
学
生
も
利
用
で
き
な
い
か
。

町
の
回
答　
今
回
の
統
合
に
よ
り

敷
地
内
に
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

を
学
童
保
育
施
設
と
し
て
利
用
す

る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し

て
の
用
途
は
廃
止
と
な
り
中
学
生

の
利
用
は
で
き
な
い
。

　

中
学
生
は
現
在
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
平
成
26
年
度
か
ら

利
用
す
る
予
定
だ
。

若
人
の
紹
介
を

要
望　

町
で
頑
張
っ
て
い
る
高
校

生
や
社
会
人
、
若
い
人
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
。

議
会
の
回
答　
み
さ
と
議
会
だ
よ

り
の
「
キ
ラ
リ
美
郷
人
」
に
掲
載

す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
若

人
を
紹
介
す
る
。

美
郷
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石神会館にて
丸子川

湧太郎前の乗合タクシー停留所

乗合タクシー

議
会
だ
よ
り
に
工
夫
を

提
言　

議
会
だ
よ
り
は
、
町
広
報

と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
合
併
か
ら
の
人
件
費
や

基
金
、
起
債
額
の
推
移
な
ど
も
掲

載
し
て
ほ
し
い
。

議
会
の
回
答　
ご
意
見
に
お
応
え

し
た
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
め

る
。



「住民と議会との懇談会」で提案された意見
や要望が町へ伝えられ、その後まちづくりに
どう活かされたかを追跡レポートします。

住民要望で
道幅が広がる

住
民　

道
路
が
狭
小
で
、
冬
期
間
緊
急
車

両
が
通
行
で
き
る
よ
う
拡
幅
延
進
し
て
ほ

し
い
。

拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
る
区
間

松
ノ
木
・
田
中
線 
幅
員
４
ｍ
を
５
ｍ
に

槻
ノ
木
・
矢
口
線 

幅
員
3.8
ｍ
を
５
ｍ
に

改
良
舗
装
し
ま
す
。

平
成
23
年
開
催
の

　
「
住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」
よ
り

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

　

次
の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

❖
人
　
事
❖高橋　学 氏（新任）

（千屋北部）

11月19㈪20㈫21㈬日

第10回「住民と議会との懇談会」を開催します
　議会では、本会議の内容や議会活動の状況などを町民の皆さんにご報告・説明し、また、
議会に対する意見や要望をお聴きする機会として「住民と議会との懇談会」を開催します。
町内９会場どこでも自由に参加できます。たくさんのご来場をお待ちしております。

日時 地区 会場 担当班

11月19日（月）
午後７時00分～
　　　午後８時30分

千畑地区

千北会館 １班

塚自治会館 ２班

羽貫谷地会館 ３班

11月20日（火）
午後７時00分～
　　　午後８時30分

仙南地区

町田会館 １班

南ふれあい館（旧仙南交流センター） ２班

野荒町児童館 ３班

11月21日（水）
午後７時00分～
　　　午後８時30分

六郷地区

杉の子会館 １班

野中生活総合センター ２班

七滝会館 ３班

★クイズ回答
【問１】千屋・○○小学校交流が県事業に採択	 【回答】御田
【問２】		 【回答】５００

◎クイズ当選者
　抽選の結果、次の方が当選しました。
　深澤　久美子　様　　　　泉谷　幸子　様

　みさと議会だより　第32号 クイズ

１班 ２班 ３班

中村美智男・熊谷　良夫
伊藤　福章・武藤　　威
中村　利昭・吉野　　久

森元　淑雄・福田　　守
泉　　繁夫・澁谷　俊二
深澤　　均・髙橋　　猛

泉　美和子・杉澤　隆一
戸澤　　勉・熊谷　隆一

飛澤龍右エ門・深沢　義一

●
お
詫
び

　
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
第
32
号
６
ペ
ー

ジ
一
般
質
問
の
記
事
の
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
同
ペ
ー
ジ
右
下
、
泉
美

和
子
議
員
の
質
問
「
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
」
と
あ
り
ま
す
が
、正
し
く
は
「
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
」
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

防災施策の財源確保に町民税均等割り○○○
円引き上げ

　
９
月
定
例
会
で
、
松
ノ
木
・

田
中
線
、
槻
ノ
木
・
矢
口
線
を

改
良
舗
装
す
る
補
正
予
算
案
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

Vol.6

19 18◆追跡レポート
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◆住民と議会との懇談会のお知らせ
みさと議会だより 第33号

松ノ木・田中線　Ｌ＝220m

槻ノ木・矢口線　Ｌ＝120m

第
７
回
臨
時
会

仙
南
地
区
統
合
小
学
校

校
舎
改
修
工
事
契
約
締
結

　

７
月
３
日
第
７
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
て
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
内
容
は
、
仙
南
地

区
統
合
小
学
校
校
舎
改
修
工
事
を
９
１

４
７
万
６
千
円
で
町
内
業
者
と
請
負
契

約
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

台
風
４
号
の
影
響
に
よ
り
破
損
し
た
公

共
施
設
の
修
繕
に
要
す
る
経
費
で
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
８
６
万
７
千
円

を
追
加
し
総
額
を
１
１
３
億
４
０
９
５

万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。



美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
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地球環境にやさしいベジタブルインキを
使用しています。

◆キラリ美郷人
みさと議会だより 第33号

20

●次回定例会は、12月上旬を予定しています。
　傍聴をお待ちしております。

平成23年度決算での実質公債
費比率は○○.○％

第10回住民と議会との懇談会
は、11月○・○・○日

問1

問2

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

平成 24年 11月 15日（当日消印有効）

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書
いてお送りください。正解者の中から抽選で３
名の方に粗品を差し上げます。
　また、議会へのご意見などもお待ちしてお
ります。

○に入る言葉や数字などをお答えください

美郷人
vol.28

シリーズ

福祉のスペシャリスト
を目指す 六郷高校福祉科

介護実習

　
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
平
成

15
年
に
設
置
さ
れ
福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
育
成
を
目
指
す
六
郷
高
校
福
祉
科

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
福
祉
科
は
、
普
通
科
と
の
く
く
り
募

集
で
入
学
し
選
考
試
験
を
経
て
２
年
生

か
ら
本
格
的
に
福
祉
学
を
学
び
、
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。
全
国
平
均
の
合
格
率
は
50

％
で
す
が
、
六
郷
高
校
福
祉
科
で
は
毎

年
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
昨
年

度
の
合
格
率
は
過
去
最
高
の
93
・
３
％

で
し
た
。
今
年
度
は
、
福
祉
科
一
丸
と

な
っ
て
１
０
０
％
合
格
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
、
３
年
福
祉
科
ク
ラ
ス
の
委

員
長
田
村
麻
里
子
さ
ん
と
副
委
員
長
柴

田
秀
衡
君
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

―

福
祉
科
の
選
択
理
由
は―

田
村
さ
ん
「
小
さ
い
と
き
に
祖
母
が
施

設
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
祖
母
や
周
り

の
人
た
ち
を
見
て
い
て
、
将
来
お
年
寄

り
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
」

柴
田
君
「
入
学
当
初
か
ら
希
望
し
て
い

ま
し
た
が
、
身
体
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
福
祉
の
基
礎

を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
ま
す
ま
す
福

祉
の
道
へ
進
む
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま

し
た
」

―

介
護
実
習
で
の
感
想
は―

柴
田
君
「
介
護
実
習
は
、
授
業
と
違
っ

て
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
さ
ん
の
性
格

や
状
況
が
違
い
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

の
が
大
変
で
す
。
で
も
、
笑
顔
を
見
れ

ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
」

田
村
さ
ん
「
利
用
者
さ
ん
の
、
あ
り
が

と
う
の
言
葉
が
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
、
普
通
科
よ
り
勉

学
と
実
習
が
多
い
福
祉
科
で
す
が
、

清
々
し
い
笑
顔
で
応
対
し
て
く
れ
た
田

村
さ
ん
と
柴
田
君
を
目
の
当
た
り
に

し
、
美
郷
の
地
で
次
代
を
担
う
若
者
た

ち
が
確
実
に
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

柴田　秀衡君柴田　秀衡君田村麻里子さん田村麻里子さん
ひでひら


